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議
員　

Ｊ–

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
お
け
る
放
射

性
物
質
漏
え
い
事
故
で
は
、
ず
さ
ん
な

対
応
が
重
な
り
、
今
後
、
徹
底
し
た
安

全
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
県
の
こ
れ
ま

で
の
対
応
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

通
報
を
受
け
た
翌
日
に
立
ち
入

り
調
査
を
実
施
し
、
事
業
者
に
対
し
て

原
因
の
徹
底
究
明
と
再
発
防
止
な
ど
を

要
請
し
た
。
国
に
対
し
て
も
安
全
規
制

や
指
導
監
督
の
強
化
を
要
望
し
た
。
今

後
は
、
安
全
対
策
の
実
施
状
況
を
立
ち

入
り
調
査
に
よ
り
確
認
す
る
な
ど
、
さ

ら
な
る
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

順
調
に
進
ん
で
い
る
Ｔ
Ｘ
の
整

備
効
果
を
周
辺
地
域
や
県
南
県
西
地
域

へ
と
広
域
的
に
波
及
さ
せ
、
均
衡
あ
る

発
展
や
地
域
の
魅
力
向
上
に
努
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

都
市
軸
道
路
や
圏
央
道
な
ど
の

基
盤
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
沿
線

開
発
地
区
へ
の
商
業
・
業
務
系
施
設
の

誘
致
や
周
辺
地
域
へ
の
企
業
誘
致
、
科

学
技
術
を
生
か
し
た
新
事
業
や
新
産
業

の
創
出
に
よ
る
企
業
の
集
積
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、

Ｔ
Ｘ
延
伸
、

都
市
計
画

道
路
東
楢

戸
・
台
線
の

整
備
、
体
罰

問
題
な
ど

も
質
問
）

鈴木　亮寛 議員
いばらき自民党
つくばみらい市選出 

一括方式

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か
ら
分
割
方

式
が
導
入
さ
れ
、
議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質

問
方
式
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
す
べ
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
質
問

し
、
一
括
し
て
答
弁
を
求
め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問
し
、
そ
の

都
度
、
答
弁
を
求
め
る
方
式
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

第
２
回
定
例
会
の

主
な
日
程

　

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
は
、
次

の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

通
学
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

 

ひ
た
ち
な
か
地
区
開
発
の
あ
り
方

議
員　

開
発
は
、
国
際
港
湾
公
園
都
市

構
想
の
理
念
に
の
っ
と
り
必
要
な
機
能

の
誘
致
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
だ
が
、
特

に
都
市
ゾ
ー
ン
の
誘
致
方
針
は
。
ま
た
、

県
と
地
元
と
の
意
思
疎
通
の
方
法
は
。

企
画
部
長　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
や

交
流
支
援
機
能
、
商
業
・
業
務
機
能
を

導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
土
地

の
需
要
動
向
を
見
極
め
、
特
定
の
機
能

に
限
定
せ
ず
、
誘
致
を
進
め
る
こ
と
が

適
当
と
考
え
る
。
ま
た
、
地
元
市
村
と

県
で
構
成
す
る
協
議
会
の
幹
事
会
な
ど

を
開
催
し
て
意
思
疎
通
を
図
る
。 

農

議
員　

人
を
信
頼
す
る
感
性
は
乳
幼
児

期
に
最
も
育
ま
れ
る
た
め
、
乳
幼
児
に

対
す
る
親
の
向
き
合
い
方
は
大
切
で
あ

る
。
親
へ
の
情
報
や
教
育
機
会
の
提
供

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

今
般
県
で
は
、
０
歳
か
ら
３

歳
ま
で
の
子
を
持
つ
保
護
者
向
け
の
家

庭
教
育
支
援
資
料
を
新
た
に
作
成
す
る

予
定
で
あ
る
。
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

時
に
配
布
し
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
で

の
個
別
相
談
時
な
ど
に
活
用
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
指
定
廃
棄
物
の
一
時
保
管

と
最
終
処

分
、
観
光

客
増
加
に

向
け
た
新

た
な
取
り

組
み
な
ど

も
質
問
）

大谷　　明 議員
無 　 所 　 属
ひたちなか市選出 

分割方式

本
県
の
平
均
寿
命
向
上

議
員　

本
県
の
平
均
寿
命
は
、
全
国
平

均
と
比
べ
る
と
０
・
５
歳
ほ
ど
短
く
、

循
環
器
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
の
死
亡
率

も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
平
均

寿
命
向
上
の
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。　

知
事　

平
均
寿
命
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
標
に
、
高
血
圧
、

高
血
糖
な
ど
の
予
防
に
重
点
を
置
き
、

市
町
村
な
ど
と
連
携
し
て
、
食
習
慣
の

改
善
や
、
禁
煙
、
運
動
習
慣
の
定
着
な

ど
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
促
進
し
て
い
く
。

議
員　

観
光
振
興
を
図
る
た
め
、「
お

も
て
な
し
」
の
心
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
課
題
に
対
し
て
県
関
係
部

局
や
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

商
工
労
働
部
長　

宿
泊
施
設
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
実
態
調
査
な
ど
に
よ
り
、

「
お
も
て
な
し
」
の
強
化
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
地
域
の
課
題
に
は
、
関
係
者
間

の
連
携
を
密
に
し
て
受
け
入
れ
態
勢
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対

策
、
発
達

障
害
児
の

早
期
発
見

な
ど
も
質

問
）

鈴木　　将 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出

一括方式

さ
ら
な
る
観
光
振
興
に
向
け
た

受
け
入
れ
態
勢

Ｊ︲

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
お
け
る
放
射
性
物
質

漏
え
い
事
故
へ
の
対
応

 
医
師
確
保
対
策

議
員　

医
師
不
足
に
よ
り
鹿
行
地
域
の

医
療
体
制
は
崩
壊
寸
前
で
あ
る
。
県
政

の
最
重
要
課
題
と
し
て
、
医
師
不
足
地

域
へ
の
医
師
派
遣
義
務
付
け
な
ど
の
抜

本
的
な
制
度
改
正
を
国
に
訴
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
知
事
の
決
意
は
。

知
事　

医
師
養
成
に
多
額
の
公
費
負
担

が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
医

師
の
派
遣
義
務
付
け
を
し
な
い
と
地
域

偏
在
の
解
決
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
関
東
地
方
知
事
会
な
ど
で

提
案
し
て
い
る
が
、
今
後
と
も
国
に
強

く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

 

鹿
島
港
の
津
波
対
策

議
員　

昨
年
八
月
に
公
表
さ
れ
た
新
た

な
津
波
浸
水
想
定
に
よ
る
と
、
鹿
島
港

周
辺
は
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
大
き
く
上

回
る
こ
と
か
ら
、
地
元
は
大
変
な
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
Ｌ
１
津
波
※
に
対

応
す
る
鹿
島
港
の
整
備
は
。

土
木
部
長　

現
在
整
備
計
画
案
を
取
り

ま
と
め
て
お
り
、
地
元
に
ご
理
解
を
い

た
だ
い
た
後
、
直
ち
に
測
量
・
設
計
に

着
手
し
、
集
中
復
興
期
間
で
あ
る
平
成

二
十
七
年
度
内
に
で
き
る
だ
け
前
倒
し

で
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

（
ほ
か
に
、
津

波
か
ら
の
避
難

場
所
の
確
保
、

津
波
情
報
の
提

供
な
ど
も
質

問
）

石田　　進 議員
いばらき自民党
神 栖 市 選 出  

分割方式

■
６
月
５
日
㈬　

本　
　

会　
　

議

（
開
会
、
知
事
提
出
議
案
説
明
）

■
６
月
�0
日
㈪　

本　
　

会　
　

議

　
　
　

��
日
㈫
（
一
般
質
問
・
質
疑
）

■
６
月
�2
日
㈬　

常
任
委
員
会

　
　
　

�3
日
㈭

■
６
月
�4
日
㈮　

調
査
特
別
委
員
会

■
６
月
�8
日
㈫　

本　
　

会　
　

議

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス︵
Ｔ
Ｘ
︶の

整
備
効
果
の
広
域
的
な
波
及

乳
幼
児
期
︵
０
歳
か
ら
３
歳
︶
の

家
庭
教
育

ことば ※【Ｌ１津波】…発生頻度が高く大きな被害をもたらす津波のこと。発生頻度が低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす最大クラスの津波をＬ２津波という。

お知らせ

県議会を
傍聴しませんか

　県議会の本会議は、どなたでも
傍聴することができます。
　本会議の傍聴（定員 300 名）を
希望される方は県議会議事堂５階
の傍聴受付で簡単な手続きをして
いただくだけで入場できますので、
是非おこし下さい。
　なお、手話通訳を希望される方、
委員会の傍聴を希望される方、そ
の他詳細についてお知りになりた
い方は、県議会事務局議事課にお
問い合わせ下さい。

お問い合わせ先

順調に進んでいる TX沿線開発地区
のまちづくり（つくばみらい市）

乳幼児期の子どもへの接し方が重要

観光振興のための受け入れ態勢づくりを
（写真は筑波山の梅まつりの様子）

地域医療の再生には医師確保が最重要課題

　平成25年第2回定例会から
本会議の議会中継に手話通訳を
導入しています。

６
月
�0
日︵
月
︶

　

鈴す
ず
き木　

　

亮
り
ょ
う
か
ん寛　

　
　
　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

大お
お
た
に谷　

　
　

明
あ
き
ら　

　
　
　
　
︵
無　
　

所　
　

属
︶

　

石い
し
だ田　

　
　

進
す
す
む　

　
　
　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

鈴す
ず
き木　

　
　

将
ま
さ
し　

　
　
　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

６
月
��
日︵
火
︶

　

志し

が賀　
　

秀ひ
で
ゆ
き之

　
　
　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

石い
し
つ
か塚　

仁じ
ん
た
ろ
う

太
郎

　
　
　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

八や
し
ま島　

　

功い
さ
お男

　
　
　
　
︵
公　
　

明　
　

党
︶

　

錦
に
し
き
お
り織　

　

孝こ
う
い
ち一

　
　
　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

一般質問（要旨）

電　話　029-30�-5634
ＦＡＸ　029-30�-5629


